
受験上の主な配慮事例 

 

・別室受験 ※個室の指定はできません。他の受験生も同室で受験する場合があります。 

・試験時間延長（1.3倍） 

・注意事項等の文書による伝達 

・チェック解答（マークシート解答の場合） 

・拡大問題による受験 

・点字受験 

・物品の装用または使用 

・補聴器の装用（聴覚補助システムに対応した補聴器は通信機能をオフにすること） 

・人工内耳の装用 

・薬の机上常備および服用 

・飲料水の机上常備および飲水 

・車椅子の持参使用 

・杖の持参使用 

・座席位置の希望 

・トイレに行きやすい環境での受験 

・1階もしくはエレベーターが利用可能な試験教室での受験 

・付添人の試験場内への立入 

・試験会場内への車での入構 

・その他 


